






O:n the Exami:na tion of the Results 
from Quality Control and Field闇easurements
for Fujioka Dam 
Yoshio OHNE， Kunitomo NARITA， 
Hayao TACHIBANA * and Hideki SHIMOHARA ** 
In the construction of rec巴nthigh earth dams， suffici巴nt抗日ldobservations and maintenance 
after construction， as well as severe qality control during construction， are required in order to 
con自rmhigh margin of safety of the embankment 
In the pr巴5巴ntpaper， 品eldobservation data for settl巴口1ents，earth pressures， pore water 
pressures and discharge through the dam body and abutment foundations， which w巴reobtained 
in an existing high earth dam， were examined and compared with quality control data during 
construction. Some remarks were then 0任eredfor the interpretation and the use of field data for 
























































堤 長 164.6m 
堤 品 43.4m 
堤 体 積 362，000m' 
総貯水量 870 ， OOOm' 
有効貯水量 784，000m' 
利用回数 1.7 








(3) Zone 3， 7 (半透水性ゾーン)
両ソーンは築堤材料の種類による明確な区別はないも






























D {直 C%) 
盛 乾燥密度 YdCt/耐〉
土 含水比 or吸水率 C%)
実 レキ率 P+19.1 (%) 
績 飽 手口 度 Sr C%) 
値 現場透水係数X10-6 C叩 /8)
平 間 ザ キ 比 e 
均 タノレポットの指数 η
値 相対密度 Dr C%) 
土粒子 orレキの比重

















Zone 1 Zone 2 Zone3'7 Zone 4(透水性〕 Zone 5 フィノレタ Zone 6 押え コンタ
(T当性)(ヂ性ソ)(T習性)ト一一一一一一一一一一一一一 (透水性) (伊事) クトク4-1 14-2 ゾ←ン ソン 盛土 レー
98.2 97.2 99.2 
1. 66 2.06 2.04 2.04 2.05 2.08 2.08 1. 77 1. 65 
20.9 1.1 1.8 1.5 1.7 0.8 1.3 16.7 20.5 
14.4 210(十25.41 5.9 
88.8 87.0 85.1 
3.5 8.2X 10-3 4.9 XlO-3 9.2xW3 (Zonel) 3.7 
0.64 0.25 0.23 0.27 0.23 0.23 0.23 0.51 
0.58 0.41 0.62 0.44 0.58 0.48 
90.0 87.7 91. 9 89.4 90.8 94.1 
2.71 2.59 2.55 2.60 2.56 2.61 2.58 2.68 
2.00 2.08 2.07 2.07 2.08 2.10 2.11 2.07 1.80 
2.05 2.25 2.22 2.23 2.24 2.29 2.26 2.11 1.80 
1. 05 1.25 1. 22 1. 23 1. 24 1.29 1. 26 1.11 0.80 
4.4 。 。 。 。 。 。 C 0 ) ( 0 ) 
25.5 39.6 37.9 39.3 37.8 45.7 38.4 C 0 ) C 0 ) 
4.6 。 。 。 。 。 。C 0 ) ( 0 ) 
25.8 39.6 37.9 39.3 37.8 45.7 38.4 C 0 ) C 0 ) 
<IlZ 0 n e 1 : A材， E材， G材の平均値
!lZone2，5 砂岩 $Zone 4-1・砂岩
QlZone 3， 7 砂岩及び粘板岩






う] /1 /'湛水前日、く 5.58.2.24)
;14LJ潟水位













( 0 ) 
( 33.0) 
( 0 ) 
(33.0) 
量が増加しており， これ以降の湛水期間中は沈下がほと
んど進行していない。そして初期満水位時点(S. 58. 10 
31)において沈下は概ね収束していると考えてよい。
なお， (a)図を見る限りでは，クロスア ムT-4，T 
-6 T-8がかなり異常な挙動を示しているようであ
る。これらの異常値を除いて， T-l~T-2 間， T←
2~T-3 間およびT-8~T-8 間の直上土かぶり圧
(σ)とクロスアーム聞の圧縮ひずみ量 (ε〉との関係を















らγ=2 tf/rn3，図-4から E二 2500tf/rn2としたもの
である。





























































































































































































B-3 5 = 2.1cm 
B-2 5 =4.9cm 
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(b)については， γニ Ysat= 2. 25t/m3とした。これらは概
略値であるが，施工管理結果と高々o.lt/m3程度の差し
かないと考えてよい。なお， (b)の場合は上流側を Y= 2.0 
t/m3とした場合 (@印)と， Y = Ysat二 2.25t/m3とした
場合(①~p) の 2 つのプロットを行って比較してある。






















は，Pw = 3. 8kgjcm2である。これより， σv/んをと計算する
と， σv/ρω 二 2となり，コアと基礎との接合部における浸
透破壊に対しては安全性が高いと考えられる。
4.5 悶ゲキ水圧計の解析





























































































透量であり，透水係数企が①では k= 5 X 10~6cm/s (コ





山の透水係数を，それぞれ k= 1 X 10~4cm/s ， 1. 5 X 10~4 
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